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◉
Ｊ
Ｐ
Ｎ　
油
圧
機
器
の
製
造
販
売

JPN株式会社 油研工業株式会社
設　立　1977年10月
所在地　東京都大田区矢口3-28-1
売上高　4億4200万円
従業員数　39名
利用システム　FX2クラウド、PX2

設　立　1952年11月
所在地　神奈川県綾瀬市上土棚中4-4-34
売上高　334億 9600万円（2025年3月期）
従業員数　連結1398名（2025年3月31日時点）

事業承継
◉シリーズ

●

　

１
９
７
７
年
創
業
の
Ｊ
Ｐ
Ｎ
は
、

小
型
油
圧
技
術
を
中
核
と
し
た
油
圧

機
器
の
製
造
販
売
を
行
う
企
業
で
あ

る
。
創
業
者
の
日
沖
清
弘
社
長
は
、

製
品
の
特
長
や
自
社
の
強
み
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
一
種
で
あ

る
油
圧
機
器
は
、
電
動
機
器
や
空
圧

機
器
な
ど
に
比
べ
て
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
で
大
き
な
力
を
生
み
出
せ
る
点
が

特
徴
で
す
。
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た

特
殊
仕
様
の
設
計
・
製
作
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
点
が
当
社
の
強
み
で
、

取
引
先
の
６
〜
７
割
は
医
療
・
介
護

分
野
で
す
。
工
作
機
械
、
農
業
機
械
、

建
設
機
械
な
ど
幅
広
い
産
業
で
当
社

製
品
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

新
製
品
開
発
に
も
積
極
的
だ
。
油

圧
技
術
を
応
用
し
て
開
発
し
た
「
健

康
ダ
ン
パ
」
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
向
け
製
品
と
し
て
健
康
分
野
に

進
出
。
さ
ら
に
、
従
来
の
削
岩
機
の

よ
う
に
騒
音
・
粉ふ
ん
じ
ん塵

を
発
生
せ
ず
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
静
か
に

左から油研工業の水野浩司取締役管理本部長、JPNの日沖清弘社長、中野伸也税理士・公認会計士

破
砕
で
き
る
解
体
用
機
器
の
開
発
に

も
成
功
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
Ｊ
Ｐ
Ｎ
が
親
族
外
承
継

（
Ｍ
＆
Ａ
）
に
よ
る
事
業
承
継
を
検

討
し
始
め
た
の
は
約
５
年
前
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
最
初
か
ら
Ｍ
＆
Ａ
を
目
指

し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
「
親
族
内
承
継
や
従
業
員
承
継
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
現
実
的

に
難
し
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

親
族
外
承
継
（
M
＆
A
）
で
は
、
長
年
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
取
引
先
が
譲
り
受
け
企
業
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
小
型
油
圧
技
術
で
存
在
感
を
示
す
J
P
N
が
、

国
内
唯
一
の
上
場
油
圧
専
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
油
研
工
業
と
歩
ん
だ
承
継
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
た
。

ん
で
し
た
。
私
が
70
歳
を
超
え
た
こ

ろ
の
こ
と
で
す
」（
日
沖
社
長
）

　

社
内
で
の
事
業
承
継
は
難
し
い
と

判
断
し
た
日
沖
社
長
は
、
資
料
収
集

や
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
て
Ｍ

＆
Ａ
に
つ
い
て
学
び
始
め
た
。
2
年

以
上
入
念
に
リ
サ
ー
チ
し
た
結
果
、

あ
る
結
論
に
至
る
。

　
「
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
、
Ｍ
＆
Ａ
を
支
援

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
社
に

と
っ
て
ベ
ス
ト
な
方
法
は
、
会
社
の

実
情
を
最
も
理
解
し
て
く
れ
て
い
る

顧
問
税
理
士
の
中
野
伸
也
先
生
に
相

談
す
る
こ
と
だ
と
判
断
し
ま
し
た
」

き
っ
か
け
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
で
あ
る
中
野
税
理

士
・
公
認
会
計
士
は
、
す
ぐ
に
Ｔ
Ｋ

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
Ｔ
Ｂ
Ｃ
を
紹
介
し
た
。

Ｔ
Ｂ
Ｃ
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
自
計
化
シ
ス
テ

ム
利
用
企
業
の
親
族
外
承
継
を
支
援

す
る
Ｍ
＆
Ａ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
専

意
中
の
取
引
先
に
事
業
承
継
し
た
油
圧
機
器
メ
ー
カ
ー



25　戦略経営者 2026.4

門
会
社
で
、
依
頼
主
と
し
て
譲
り
渡

し
企
業
と
の
み
契
約
す
る
の
が
特
徴

だ
。
譲
り
渡
し
企
業
の
立
場
に
立
ち
、

助
言
、
提
案
、
交
渉
実
務
を
担
う
。

　

第
三
者
へ
の
Ｍ
＆
Ａ
に
進
む
前
に
、

Ｔ
Ｂ
Ｃ
と
日
沖
社
長
は
協
働
し
て
、

取
引
先
な
ど
と
の
間
で
必
要
な
調
整

や
根
回
し
を
８
カ
月
ほ
ど
か
け
て
慎

重
に
行
っ
た
。
そ
の
後
Ｔ
Ｂ
Ｃ
は
候

補
先
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
着
手
し
た

が
、
提
示
さ
れ
た
企
業
一
覧
を
見
て

も
日
沖
社
長
の
心
は
動
か
な
か
っ
た
。

油
圧
機
器
と
は
無
関
係
の
異
業
種
の

企
業
だ
っ
た
り
、
同
業
で
あ
っ
て
も

こ
れ
ま
で
取
引
の
な
い
見
知
ら
ぬ
会

社
だ
っ
た
り
、
相
手
先
と
し
て
し
っ

く
り
こ
な
い
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
折
、
長
年
の
取
引
先
で

あ
る
油
研
工
業
か
ら
、
日
沖
社
長
宛

に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
届
い
た
。

　
「
そ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
、
油
研

工
業
さ
ん
が
Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
し
て
い

る
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
。
創
業

し
て
２
〜
３
年
の
頃
か
ら
の
お
付
き

合
い
で
、
製
品
を
購
入
し
て
シ
ス
テ

ム
を
組
ん
だ
り
、
逆
に
当
社
の
小
型

油
圧
製
品
を
Ｏ
Ｅ
Ｍ
で
販
売
し
て
い

た
だ
い
た
り
と
、
非
常
に
身
近
な
存

在
で
す
。
Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、『
油
研
工
業
さ
ん
と

交
渉
で
き
な
い
か
』
と
Ｔ
Ｂ
Ｃ
さ
ん

に
伝
え
ま
し
た
」

　

油
研
工
業
は
、
東
証
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
市
場
に
上
場
す
る
日
本
唯
一
の
油

圧
機
器
専
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
油

圧
ポ
ン
プ
、
油
圧
バ
ル
ブ
、
シ
ス
テ

ム
製
品
（
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
）
な
ど
を

幅
広
く
手
が
け
、
産
業
機
械
を
中
心

に
多
様
な
用
途
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
は
、
３
年
×

３
段
階
で
進
め
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｎ 

Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２
０
３
０
」
に
つ
い
て
の
説

明
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ス
テ
ッ
プ

１（
あ
り
た
き
姿
へ
の
基
盤
づ
く
り
）、

現
在
進
行
中
の
ス
テ
ッ
プ
２（
成
長

戦
略
へ
の
実
践
）
を
経
て
、
28
年
度

か
ら
始
ま
る
ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、

「
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
へ
の
進
化
」

を
掲
げ
、「
挑
戦
に
よ
る
事
業
の
拡

大
」
を
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
い
た
。

水
野
浩
司
取
締
役
管
理
本
部
長
は
こ

う
説
明
す
る
。

　
「
ス
テ
ッ
プ
３
で
は
、
航
空
宇
宙
や

水
圧
、
油
圧
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
領

域
と
と
も
に
、『
未
開
地
へ
の
油
圧

技
術
の
浸
透
に
挑
戦
』
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
Ｍ
＆
Ａ
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
社
内
で
以
前
か
ら
共
有
さ

れ
て
い
ま
し
た
」

会
計
参
与
導
入
で
信
頼
性
向
上

　

日
沖
社
長
の
要
請
を
受
け
、
Ｔ
Ｂ

Ｃ
は
提
携
し
て
い
る
80
社
を
超
え
る

譲
り
受
け
側
（
買
い
手
側
）
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
Ｆ
Ａ
）
の
中
か
ら
特
に
緊
密
に
連

携
し
て
い
る
Ｆ
Ａ
を
通
じ
、
油
研
工

業
と
接
触
。
初
回
面
談
は
25
年
４
月

４
日
に
設
定
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｂ
Ｃ
の
会

議
室
に
日
沖
社
長
、
油
研
工
業
の
永

久
秀
治
社
長
（
当
時
）、
宮
坂
篤
常

務
（
当
時
・
現
社
長
）
ら
が
集
ま
っ

た
。
互
い
に
よ
く
知
る
間
柄
だ
け
に
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　

初
回
面
談
後
、
両
社
は
正
式
な
検

討
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
。
４
月
24
日

に
は
、
油
研
工
業
の
宮
坂
常
務
ら
が

Ｊ
Ｐ
Ｎ
の
本
社
工
場
お
よ
び
埼
玉
工

場
を
訪
問
し
、
現
場
の
設
備
や
生
産

体
制
を
確
認
。
工
場
見
学
後
、
Ｑ
＆

Ａ
に
よ
る
質
問
・
回
答
の
や
り
取
り

を
経
て
、
油
研
工
業
側
は
前
向
き
に

検
討
を
進
め
る
姿
勢
を
示
す
意
向
表

明
書
を
６
月
13
日
に
提
出
し
た
。
Ｊ

Ｐ
Ｎ
側
は
こ
れ
を
応
諾
し
、
財
務
・

税
務
・
法
務
・
労
務
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
調
査
を
行
う
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ

ン
ス
（
Ｄ
Ｄ
、
買
収
監
査
）
の
ス
テ

健康ダンパ

ミニ油圧シリンダ〈標準品〉

医療機器用油圧シリンダ
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ッ
プ
に
移
行
し
た
。

　

油
研
工
業
は
、
財
務
・
税
務
分
野

に
つ
い
て
は
専
門
の
会
計
事
務
所
に

依
頼
し
、
法
務
・
労
務
に
つ
い
て
は

弁
護
士
に
よ
る
専
門
チ
ー
ム
を
編
成

す
る
な
ど
、
適
切
な
コ
ス
ト
を
投
じ

て
徹
底
し
た
調
査
体
制
を
構
築
し
た
。

こ
の
過
程
で
水
野
取
締
役
管
理
本
部

長
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｎ
の
財
務
管
理
が
高
く

評
価
で
き
る
と
感
じ
た
と
い
う
。

　
「
公
認
会
計
士
の
資
格
を
持
つ
顧
問

税
理
士
の
先
生
が
会
計
参
与
と
し
て

役
員
に
入
ら
れ
て
お
り
、
財
務
管
理

が
非
常
に
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
税
効
果
会
計
を
適
用
し
て
い
る

点
に
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
規
模
の

会
社
で
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
す
」

　

一
方
日
沖
社
長
は
、
人
知
れ
ぬ
苦

悩
を
抱
え
て
い
た
。
Ｍ
＆
Ａ
の
手
続

き
は
極
秘
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

Ｄ
Ｄ
に
必
要
な
資
料
の
社
内
で
の
収

集
を
一
人
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
「
通
常
業
務
に
加
え
て
の
Ｄ
Ｄ
対
応

で
、
非
常
に
多
忙
で
し
た
。
従
業
員

に
知
ら
れ
な
い
よ
う
休
日
に
オ
フ
ィ

ス
に
出
社
し
て
作
業
を
行
う
こ
と
も

あ
り
、
本
当
に
大
変
で
し
た
ね
」

　

も
う
一
つ
苦
労
し
た
の
は
、
株
式

譲
渡
に
関
わ
る
手
続
き
だ
。
同
社
の

株
主
は
創
業
者
メ
ン
バ
ー
、
親
族
、

従
業
員
、
取
引
先
な
ど
44
名
お
り
、

株
主
総
会
や
取
締
役
会
の
議
事
録
な

ど
設
立
時
か
ら
の
株
主
の
異
動
に
関

す
る
資
料
一
式
を
そ
ろ
え
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
沖
社
長
は
株

主
全
員
に
連
絡
を
取
り
、
期
限
ま
で

に
譲
渡
へ
の
同
意
を
取
得
し
た
。

ま
ず
は
顧
問
税
理
士
に
相
談
を

　

７
月
７
日
に
開
始
し
た
Ｄ
Ｄ
は
、

約
２
カ
月
を
要
し
９
月
初
旬
に
終
了

し
た
。
油
研
工
業
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
や
事
業
の
親

和
性
、
業
歴
50
年
の
堅
実
性
な
ど
を

評
価
し
、
買
収
を
決
断
し
た
。

　
「
医
療
・
介
護
、
健
康
器
具
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
破
砕
な
ど
、
当
社
が
こ
れ

ま
で
手
が
け
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に

挑
戦
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
お
客
さ

ま
と
の
接
点
を
広
げ
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
だ
と
考
え
ま
し
た
。
安
心
感
や

堅
実
性
、
減
損
リ
ス
ク
の
低
さ
な
ど

も
評
価
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
」

（
水
野
取
締
役
管
理
本
部
長
）

　

最
終
契
約
締
結
は
10
月
16
日
、
株

式
譲
渡
は
同
28
日
に
行
わ
れ
た
。
現

在
は
シ
ナ
ジ
ー
創
出
に
向
け
た
検
討

が
進
ん
で
お
り
、
Ｊ
Ｐ
Ｎ
製
品
を
油

研
工
業
の
国
内
外
の
販
売
網
に
載
せ

る
構
想
も
動
き
出
し
て
い
る
。

　

日
沖
社
長
は
、
中
小
企
業
が
Ｍ
＆

Ａ
を
検
討
す
る
時
は
ま
ず
顧
問
税
理

士
に
相
談
す
べ
き
と
話
す
。

　
「
最
終
的
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
会
社
の
こ
と
を
一
番

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
顧
問
税
理
士

の
先
生
で
す
。
い
ち
早
く
中
野
先
生

に
相
談
し
た
こ
と
で
、
Ｔ
Ｂ
Ｃ
さ
ん

に
す
ぐ
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
最

も
早
く
、
確
実
に
事
業
承
継
を
進
め

る
道
を
た
ど
れ
た
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
日
沖
社
長
は
、「
株
主
関
連

書
類
は
日
ご
ろ
か
ら
整
理
し
て
お
く

こ
と
」「
譲
渡
先
と
し
て
意
中
の
会

社
が
あ
る
場
合
は
、
明
確
に
支
援
機

関
に
伝
え
る
こ
と
」
も
重
要
だ
と
語

る
。
信
頼
で
き
る
専
門
家
に
任
せ
、

時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
検
討
し
て

き
た
粘
り
強
い
姿
勢
は
、
事
業
承
継

に
悩
む
多
く
の
中
小
企
業
の
大
き
な

示
唆
と
な
る
は
ず
だ
。

（
協
力
・
中
野
伸
也
税
理
士
公
認
会
計
士
事
務
所
）

◉コンサルタントの眼

税理士・公認会計士　中野伸也
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　JPN株式会社は、私が開業して間もなくからの関与
先で『FX2』も1991年から導入しています。毎月の巡
回監査時には、必ず日沖清弘社長と1時間程度をかけて
限界利益率の変動要因、受注状況、会計処理方法などを
話し合ってきました。書面添付も30年以上続け、会計
参与制度ができるとすぐに会計参与に就任しています。
日沖社長の経営で一番びっくりしたことは、バブル期に
購入した本社事務所の含み損を2004年に表に出したこ
とです。本社事務所を購入、保有する子会社を新設し損
出ししたうえで、その子会社を8年後に吸収合併しまし
た。このような処理により、現在は含み損が全くない、
良好な財務管理が行われている会社になっています。
　第三者への事業承継で一番大切なのは、事業を継続さ
せたいという経営者の意思です。今回のケースでは、譲
り受け企業の油研工業株式会社、M＆Aコンサルティン
グ会社のTBCともに、事業継続にかける日沖社長の思い
をしっかりと共有していました。そのことが、成功裡に
M＆Aが完了した大きな要因になったと思います。

株式譲渡は2025年10月28日に油研工業本社に
て行われた（左は油研工業の宮坂篤社長）


